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◇３次元有限要素法磁場解析コード－NEXST_Magnetic－

　３次元非線形静磁場および非定常渦電流の解析コードを有限要素法で開発したので、プログラムソー

ス等を公開する。

◇コードの概要

　本コードは有限要素法を用いた 1CPU用の磁場解析を行うモジュールである。本モジュールは非線

形静磁場解析、非定常渦電流解析、電磁力評価の機能をもっており、それぞれの機能で 600 万自由度

以上の解析を行うことができる。非線形静磁場解析機能では定式化にA 法を用い、連立非線形方程式
の解法にはNewton 法または Picard の逐次近似法を使用できる。非定常渦電流解析機能では定式化に

A-φ法またはA 法を用いることができる。電磁力評価機能ではこれらの解析結果をもとに節点力法を
用いて電磁力の評価を行う。

図１　非線形静磁場解析機能による TEAM20の解析結果（磁束密度）
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◇計算例（TEAM20の FEMによる解析）

　Testing Electromagnetic Analysis Methods（TEAM）Workshop Problem 20 について非線形静磁

場解析を行った。センターポールおよびヨークの材質はSS400で、コイルはポリイミド電線を341ター

ン巻いたものである。コイルに流す電流は 1,000［A］とした。磁気抵抗率は要素内で一定、空気及び

コイル部では 1/（4π×10－7）［m/H］とした。解析には４面体メッシュジェネレータにより作成した約

600万自由度のメッシュを使用した。計算には Pentium4 3.2GHz（memory 2GB）を搭載したパーソ

ナルコンピュータを用いて、約１時間 20分を要した。
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